
警察署
　　だより

☆今月のひとこと☆
　日没時間が急激に早まり、交通事故が
多発する時期です。交通ルールを守り、
「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持っ
た交通マナーの実践を心掛けましょう。

熊本北合志警察署　☎３４１－０１１０

犯罪発生状況
（平成30年７月集計）

交通事故状況
（平成30年７月集計）

区分 ７月中 累計
北合志署管内 52 194
うち合志市 8 38

主な発生犯罪 空き巣、車上狙いなど

区分
熊本北合志署管内 うち合志市
７月中 累計 ７月中 累計

発生件数 57 173 18 48
死者数 0 2 0 1
負傷者数 68 225 21 74

（単位：件）

（単位：件）

求
職
中
の
人
へ

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
の
早
期

就
職
を
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。
受
講
料
は
原
則
無
料
で
す
。

ま
た
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と

雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら

訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

近
日
中
に
実
施
予
定
の
職
業
訓
練
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９
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②
菊
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で
の
訓
練
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４
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▼
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目

Ｐ
Ｃ
事
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パ
ー
ト
科

▼
申
込
期
限

９
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25
日
㈫

▼
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わ
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定
期
救
命
講
習

受
講
者
募
集

突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
い
ざ

と
い
う
と
き
、
大
切
な
命
を
守
る

た
め
に
、
応
急
手
当
て
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
個
人
で
も
、
団
体

で
も
受
講
で
き
ま
す
。
希
望
者
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

左
表
の
と
お
り

時
間
は
全
て
午
前
９
時
〜
正
午

▼
定
員

各
回
30
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

菊
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広
域
連
合
消
防
本
部
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救
急
係

☎（
２
３
２
）９
３
４
９

米
粉
料
理
を
習
い
た
い

グ
ル
ー
プ
を
募
集

家
庭
で
の
県
産
米
粉
利
用
拡
大

の
た
め
、
米
粉
料
理
を
習
い
た
い

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
が
任
命
し
た
米
粉
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
レ
シ
ピ
集
と
米
粉

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

※
材
料
費
や
講
師
料
な
ど
、
講
習

に
か
か
る
費
用
は
グ
ル
ー
プ
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
事
務
局
か
ら
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
紹
介
し
ま

す
。
そ
の
後
、
日
時
、
会
場
、

参
加
人
数
、
メ
ニ
ュ
ー
、
講
師

料
な
ど
を
直
接
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
打
ち
合
わ
せ
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
定
員
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ー
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▼
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遣
期
間

10
月
１
日
㈪
〜

平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

▼
申
込
期
限

９
月
28
日
㈮

▼
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合
わ
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県
米
粉
料
理
講
習
会
事
務
局
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と　き ところ

10月20日㈯
北消防署

(菊池市赤星2080)

11月10日㈯
西消防署

(合志市合生4107-1)

11月14日㈬
北消防署

(菊池市赤星2080)

12月19日㈬
西消防署

(合志市合生4107-1)

秋の全国交通安全運動
・実施期間　　９月21日㈮～９月30日㈰９月30日㈰
・運動の重点
　①子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　④飲酒運転の根絶
※９月30日㈰は交通事故死ゼロを目指す日です！
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人
ホ
ー
ム
協
会
の
入
居
者
生
活
保
証
制
度
の

利
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
協
会
へ
の
加
入
や

保
証
条
件
全
て
に
該
当
し
た
場
合
の
み
返
金

さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
今
回
は
、
全
国
有

料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
の
相
談
窓
口
を
案
内
し

ま
し
た
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
選
び
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
契
約
す
る
前
に
入
居
一
時
金
な
ど
の
費
用

に
つ
い
て
十
分
説
明
を
受
け
確
認
す
る
。

②
見
学
や
体
験
入
居
を
行
な
い
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
な
ど
の
確
認
と
比
較
検
討
を
十
分
行

な
う
。

③
入
居
後
ど
の
よ
う
な
場
合
に
退
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
な
ど
事
前
に
確
認
す

る
。

④
契
約
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
事
前
に
入
手

し
、
入
居
後
は
退
去
す
る
ま
で
保
管
し
て

お
く
。

不
安
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
合
志
庁
舎
２
階

総
務
課
内
）
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相
談
受
付
時
間

平
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
の
ト
ラ
ブ
ル

「
入
居
一
時
金
が
返
還
さ
れ
ず
、
事
業

者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
」

相
談
事
例

　
数
年
前
に
電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
有
料
老
人

ホ
ー
ム
に
６
０
０
万
円
を
支
払
っ
て
入
居
し

た
。
勧
誘
時
に
事
業
者
か
ら「
生
涯
世
話
を

し
ま
す
」と
言
わ
れ
、
契
約
期
間
に
も
特
に

定
め
は
な
か
っ
た
の
で
、
ず
っ
と
居
ら
れ
る

と
思
っ
た
。
去
年
、
突
然
事
業
者
か
ら「
閉

所
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」と
言
わ
れ
退
去
さ

せ
ら
れ
た
。
契
約
時
に
説
明
さ
れ
た
退
去
時

に
返
金
さ
れ
る
は
ず
の
お
金
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、
事
業
者
に
電
話
を
し
た
が
連
絡
が

取
れ
な
い
。

（
70
歳
代
　
女
性
）

相
談
者
へ
の
対
応

　
平
成
18
年
４
月
以
降
に
開
設
さ
れ
た
有
料

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
入
居
一
時
金
な

ど
前
払
金
を
受
領
す
る
場
合
、
前
払
金
の
保

全
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
全

措
置
と
は
、
事
業
者
が
倒
産
し
、
入
居
一
時

金
の
未
償
却
部
分
が
返
還
さ
れ
な
い
と
き
、

事
業
者
に
代
わ
り
銀
行
や
損
害
保
険
会
社
な

ど
が
５
０
０
万
円
を
上
限
に
未
償
却
の
金
額

を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
保
全
措
置
の
１
つ
と
し
て
、
全
国
有
料
老

諭
さ
れ
て
免
許
更
新
あ
き
ら
め
る

遊

心

伸
び
代
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
名
コ
ー
チ

賢

治

拉
致
の
件
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
総
理
殿

岳

人

親
の
子
よ
高
望
み
な
ど
無
理
で
あ
る

み
ど
り

逢
い
た
い
が
テ
レ
ホ
ン
だ
け
で
我
慢
す
る

て
い
子

苦
し
く
て
あ
き
ら
め
た
か
ら
今
が
あ
る

美
知
子

○
ひ
と
つ
多
く
あ
き
ら
め
重
い
足

ゆ
い
子

あ
き
ら
め
ぬ
心
繋
い
で
待
つ
帰
国

一

郎

あ
き
ら
め
が
肝
心
二
の
手
が
待
っ
て
い
た

初

蔵

あ
き
ら
め
る
こ
と
も
次
へ
の
一
歩
で
す

ゆ
き
子

あ
き
ら
め
て
寝
た
子
の
涙
そ
っ
と
拭
く

朝

子

本
降
り
に
な
っ
て
揃
え
る
ラ
ン
ド
セ
ル

理

石

夏
帽
の
化
石
採
集
の
親
子
か
な

千

秋

恐
竜
の
島
と
呼
ば
れ
て
星
涼
し

千

秋

子
鳩
鳴
く
朝
の
湖
の
涼
し
さ
に

ち
づ
え

天
草
灘
窓
に
ひ
ら
け
て
星
涼
し

ち
づ
え

終
戦
日
玉
音
放
送
忘
れ
ま
じ

史

朗

初
盆
会
叙
勲
の
友
へ
献
杯
す

史

朗

渓
谷
へ
三
叉
路
迷
ふ
赤
と
ん
ぼ

チ
ズ
エ

桑
畑
へ
逃
げ
た
記
憶
の
原
爆
忌

チ
ズ
エ

遠
目
に
も
棚
田
彩
る
曼
珠
沙
華

美
よ
し

草
千
里
乗
馬
の
孫
や
夏
惜
し
む

美
よ
し

盆
に
読
む
戦
場
よ
り
の
父
の
文

ト
ヨ
子

夕
焼
の
村
の
景
色
の
影
絵
め
き

ト
ヨ
子

斧
を
ふ
り
門
番
よ
ろ
し
子
蟷
螂

俊

子

空
蝉
に
届
か
ぬ
空
の
高
さ
か
な

由
美
子

魂
の
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
盆
灯
籠

れ
い
子

一
心
に
待
て
ば
鳴
き
だ
す
河
鹿
か
な

美
代
子

晩
年
に
手
ご
こ
ろ
も
な
き
猛
暑
か
な

眞
一
郎

望
郷
の
念
絶
ち
が
た
く
墓
参

久

油
照
昨
日
の
事
は
忘
れ
け
り

規

子

水
打
っ
て
縁
に
し
ば
し
の
父
の
影

頼

美

落
ち
蝉
の
最
後
の
声
の
弱
弱
し

雅

子

四
阿
の
蹠
湖
む
く
昼
寝
か
な

浩

子

水
の
ご
と
流
る
る
読
経
盂
蘭
盆
会

恵
美
子

合
志
柳
友
川
柳

　理
石

　整
理

仔
馬
句
会

　

須
屋
句
会

　選
者

　井
芹

　眞
一
郎
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